
 

現時点で考えられる複数の選択肢と評価項目 

 

【選択肢】 

 分離 

ＣＥＣＥ法、その他 

 長期保管 

タンク貯蔵、洋上貯蔵、地下貯蔵 

 サイト内での廃棄 

地下注入、固化体埋設 

 環境放出 

自然蒸発、強制蒸発、海洋放出 

 

【評価項目】 

 環境への影響・リスク 

 水産物への影響・リスク 

 人体への影響・リスク 

 処理期間（開始から完了までの時期） 

 対策実施に係るコスト 

 技術的可能性（技術成熟度、海外での実績） 

 法規制上の困難さ 

 その他考えられる課題 
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